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要 旨
平成17年度に一級認定特例制度が発足して 8年が経過した。制度発足以来、多くの関連大学に関心を持っ
ていただき、現在12大学13学科が特例認定大学として、一級実験動物技術者の資格取得にチャレンジして
いただいている。日動協としても、ぜひこの大学特例一級認定制度を着実な高度技術者養成システムの一環と
して揺るぎのない体制とすべく、種々、学生の知識や技術の向上のための対応を提案しているところである。
一級認定大学からの受験生の合格率向上が当面の急務である。各部定大学におけるなお一層の奮起に期待する。
Sum.mary 
Eight years pa日目edsince日pecialexemption日ystem日tartedfor university student to certify as Se国or
Laboratory Animal Technician. At present， 13 school of 12 university has chalenged the Senior 
Laboratory Animal Technician certification as an exceptional authorization university. 
It has just been going to propose也ecorrespondence for improvement in a student's knowledge or tech-
nology variously that it should con自ideras the organization which is making steady progress of this system 
as part of high-level technician training and certification system by al means as Japanese日ocietyof Labo-
ratory Animal Resource. The improvement in a ratio of successful applicants of the prep日tudentfrom a 
Senior ・classauthorization university is the present pres日ingneed. Much more rousing回expectedin 
each authorization university. 
平成17年度に一級認定特例制度が発足して8年が
経過した。制度発足以来、多くの関連大学に関心を
持っていただき、現在12大学13学科が特例認定大
学として、 一級実験動物技術者の資格取得にチャレ
ンジしていただいている。
特例認定を申請する大学の背景、事情は様々であ
るが、昨今の資格取得志向とも相まって年々この試
験に挑戦する学生が増え続けている。
しかしながら、各大学、学生によって、この資格
に対する取り組み姿勢に大きな遣いがあり、最終的
な試験合格率に大学ごとの大きな格差が生まれてい
る。認定大学の指導者の先生方には、今一度この制
度の本質を見直していただき、万全の準備をして学
生を試験に送り出して欲しいと願っている。
参考まで、表 1にここ 3か年の一級認定大学ごと
の最終結果を示す。
これまでの経線と背最
大学特例制度は大学側からの強い要望と当協会に
おける長年の議論の末に発足した制度であり、資格
認定により今後の我が国の中核となる実験動物技術
者の養成に寄与することが期待されている。
技術者認定制度が発足した 20数年前と比較する
と、実験動物界も含めて実験動物技術者を取り巻く
状況が大きく変わり、「一級資格Jそのものに対する
概念が変わり始めている。
すなわち、制度発足当初は、実験動物や動物実験
の現場で培われた多くの優れた技術を有する技術者
を一級技術者として「認定Jすることが原点であっ
た。また、その優れた技術を修得し、継承するため
の教育研修(例えば、白河研修や各種実技講習会な
ど)の機会を提供し、その技術を修得した技術者の
みを「一級Jとして認定してきたことは言うまでも
ない.
長く「一級試験は難しい!Jと言われてきた。今
でもその評価は変わらない。
しかしながら、この 20数年の聞に、実験動物や動
物実験を取り巻く環境は大きく変わり、当初求めら
れていた万能型技術者から専門性に特化した技術者
へと業界の求める技術者の在り様も様変わりしてき
た。いきおい、対象とするすべての動物種について
網羅的な全ての技術習得をする機会は少なくなり、
業務の責任範囲に限局したより専門的な技術の高度
化が求められようになっている。
このような背景の下、大学特例制度発足以来、認
定大学の学生に加えて、一般からの受験者も多くな
り、資格取得に対する社会動向が大きく変化してい
ることがうかがえる。
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表1.特例毘定大学の受験状況 (3カ年)
1. 24年度現役学生の動向
大学名 24年度学科 24年度実技 総合合否
A 3/10 0/3 0/10 
B 3/6 1/3 1/6 
C 9/17 4/9 4/17 
D 
E 5/30 0/5 0/30 
F 6/11 4/5 4/5 
G 3/9 1/3 1/9 
日 0/1 
0/4 
J 17/22 ※5/8 ※5/8 
K 5/5 2/5 2/5 
L 4/4 2/4 2/4 
総合合格率
0.0覧
16.7覧
23.5覧
0.0% 
80.0覧
11. 1覧
40.0覧
50.0覧
注 1) F大学の学科合格者のうち、 l名は実技に出願せず。
注2)※J大学の実技受験者は23年度学科合格者のみ。
(3年は実技受験せず、 4年になってから受験するため)
2. 23年度現役学生の動向
大学名 23年度学科 23年度実技 総合合否
A 5/21 0/5 0/21 
B 4/7 1/3 1/3 
C 5/9 5/5 5/5 
D 5/7 0/1 0/1 
0/3 
J 15/19 0/2 0/2 
K 3/6 1/3 1/6 
L 2/2 0/2 0/2 
注l)B学科合格者のうち、 l名は実技に出願せず。
注2)D学科合格者のうち、 4名は実技に出願せず。
注 3)J学科合格者のうち、実技出願は2名のみ。
3. 22年度現役学生の動向
大学名 22年度学科 22年度実技 総合合否
A 1/11 1/1 1/1 
B 2/4 2/4 2/4 
C 3/9 3/3 3/9 
D 3/4 1/1 1/1 
J 12/30 0/6 0/6 
K 3/5 0/3 0/5 
L 2/2 0/2 0/2 
注l)C学科合格者のうち、 2名は実技に出願せず。
注2)J学科合格者のうち、実技出願は6名のみ。
総合合格率
0.0覧
55.6覧
16.7覧
0.0覧
総合合格率
9.1覧
50.0覧
33.3覧
0.0覧
0.0覧
一般受験者は総じて今でも自分自身で修得した高
い技術力を背景に受験してくることが多く、合格率
は極めて高い。この集団は一級資格制度発足以来の
伝統を受け継いでいる真の意味での高度技術者と位
置付けられよう。
他方、一般技術者の中でも、日常業務では特定の
動物種しか対象としないことが多い場合には、試験
科目として求められている日頃取り扱わない動物種
対策が問題となる。当協会としては、できるだけ多
くの実技研修機会を提供し、その対策につとめて
きたところであるが、白河研修における必須技術の
実習も含め、今後ともより効率の良い研修方法を模
索したいと考えている。
認定大学からの受験生に求めたいこと
一級受験結果については表 1の通りであるが、各
自・各大学はこの結果について、大いなる反省と今
後の対応についての再考を求めたい.
学科・実地とも、所定のカリキュラムと必要施設
の所在を確認したうえで『特例認定」をしているの
で、忠実にカリキュラムをこなし、実地修練の機会
が与えられる環境はすでに整っているはずであり、
取り組み姿勢のみが問題になると考える。各認定大
学においては、再度カリキュラムの実践方法を見直
し、学科試験、実地試験に対応できる状況の学生を
試験場に送り出して欲しいものである。
細部にわたる話に言及すれば、一級試験の受験対
策として「実践編テキストjのみを資料として勉強
してくるケースが多いが、「一級は二級のレベルは既
に修得済みであるj という認識の下で一級認定をし
ているので、必ず「入門編テキストJも十分熟読し、
必要な知識、技術を修得したうえで、試験に臨んで
}ましし、.
一部の一級隠定大学で二級に挑戦し不合格となっ
ている例があるが、上記の観点からしでも、この結
果は言語道断である。該当する認定大学においては
さらなる奮起を期待するものである。
一級特例認定制度の課題と展望
昨今の大学卒業生の就職難などを反映し、また大
学の生き残り策や資格志向の風にも乗って龍定大学
の申請が多くなり、認定大学からの受験も年ごとに
多くなってきているが、結果としての合格率は必ず
しも芳しいものではない。
前述のように、技術者資格認定制度発足当初は、
『プロ中のプロJを認定することが主課題であった。
以来20数年を経て、社会情勢や技術の質、技術者の
業務範囲、などの変容を受け、一級試験も、従来求
められていた『全動物種を対象とした網羅的知識・
技術と高度の専門性」から、将来この業界を担う中
核技術者となるべく人材養成の一端として、「技術者
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として最低限必要な知識・技術」の有無を求める形
になってきた。すなわち、技術者としての「ミニマ
ムリクワイアメントJを求める試験内容へと移行し
ている。
認定大学の学生はまさに、学生時代に資格を取得
し、社会に出て業界に職を得、やがて応用技術を身
に着け、優れた技術者として組織や社会に寄与する
ことが期待されている。
認定大学の学生には、単に「資格取得Jだけを目
的とするのではなく、将来この業界に身を置き、自
分自身がその中で活躍する夢と展望を持ってほしい.
その前提となる資格取得のためには、単にテキスト
の試験範囲をうすっぺらに学習するのみでは結果は
ついてこない。また、実学としての実験動物技術は
実務経験が何よりも求められる。実習カリキュラム
などを通じて一般受験者に匹敵する実務経験を目指
し、基本的な動物の取り扱いに習熟してほしい。
認定大学の学生には、単に「実験動物技術Jに特
化したカリキュラムのみではなく、自分の所属する
学科、学部で学ぶ全ての講義科目も含めた総合的な
知識や技術も求められていることも肝に銘じて欲し
また、認定大学の指導的立場にある籍先生方にお
かれては、業界の実情をつぶさに学生に伝え、一級
資格の位置付け、職業としての一級実験動物技術者
の役割について解説していただき、学生に職業とし
ての将来展望を与えて欲しいと願っている。そこに
おのずから学生の取り組み姿勢が変わり、覗き見で
はない本物の資格取得への意欲が醸成されるものと
信じるものである。
日動協としても、ぜひこの大学特例一級認定制度
を着実な高度技術者養成システムの一環として揺る
ぎのない体制どすべく、種々、学生の知識や技術の
向上のための対応を提案しているところである。例
えば、実技研修のための協会公認の実験動物指導員
の派遣や講義や制度の詳細説明のための講師派遣、
等、日動協として認定大学を支援する体制は整えて
おり、既にいくつかの大学ではその様な体制の活用
により、着実に結果を出している実例もあるので、
是非、遠慮なく事務局に相談していただきたい。
ともあれ、一級認定大学からの受験生の合格率向
上が当面の急務である。各認定大学におけるなお一
層の奮起に期待する。
